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町生涯学習センター図書室からの２月のおすすめ図書
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人権 ～心豊かに暮らすために～

今月の案内人

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間�午前９時～午後５時　■休館日�毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間�１人５冊まで、15日間

2015年、就活に惨敗した22歳の

光太は誘われるまま「チュベ

ローズ」のホストとなる。ひと

ときも同じ形をとどめない人間

関係のうねりに翻弄（ほんろ

う）された光太を悲劇が襲う。

2025年、32歳の光太がたどりつ

いた10年前の恐ろしくも哀しい

真実とは !? 上下巻500ページに

及ぶミステリー長編。読み応え

のある作品です。

扶桑社

小説

新宿・歌舞伎町から始まるミステリー巨編
加藤�シゲアキ著�/『チュベローズで待ってる』

維新を切り開いた長州のヒーローたち
河合�敦監修・解説�/『木戸孝允と高杉晋作』

簡単なパーツからうまれる美しい模様
大原�まゆみ著�/『おりがみパズル』

ひとつひとつのパーツは簡単に

作れるのに、連続して組み合わ

せることで不思議な美しい幾何

模様を作ることのできるおりが

みパズル。指先を動かし、考え

ながら作業することで、集中力

を高めることができ、作品を作

り上げる達成感を経験すること

ができます。子どもから高齢者

まで、家族みんなで楽しめるお

すすめの１冊です。

日本ヴォーグ社

教養娯楽

「今夜、わたしは死んじゃうか

もしれない」爆弾の雨の下から、

７歳の少女は戦争の現実をツ

イッターで伝え続けた。平穏な

日常を戦争と爆弾によって破壊

された少女と家族の運命は ･･･。

現代のアンネ・フランクとも呼

ばれるバナが、シリアでの暮ら

しや内戦について語った、感動

の手記。たくさんの人に読んで

いただきたい１冊です。

飛鳥新社

一般書

７歳の少女がツイッターで伝え続けた戦争
バナ・アベド著�/『バナの戦争』

激動の時代が始まった江戸時代

末期、日本を変えるために働い

た長州藩のふたりのヒーロー、

木戸孝允（桂小五郎）と高杉晋

作。冷静な判断力と幅広い知識

を持つ木戸と、大胆な行動力と

形にとらわれない発想を持つ高

杉は、仲間とともに大活躍。明

治維新を切り開いた２人の人生

を、分かりやすく、まんがで紹

介しています。

集英社

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第３木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

日時　２月15日（木）

　　　午前10時30分

場所　図書室おはなしのへや

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　 TEL 096-234-2447（内線331）

　

小屋敷　泰さん

〔糸田区〕

に会いに来た教え子のさ

やかに掛けた言葉、『何

やってるの !頑張らなきゃだめ

じゃない !』さやかは、『わかっ

てる。ちゃんと頑張って生きて

いるよ。先生 !』と言い残し、

数日後、自らの命を絶ってしま

う。

　それを知らされた私は頭をハ

ンマーで殴られるような気持ち

になり、眠ったように横たわっ

たさやかの

顔を見なが

ら私ははじ

めて、そん

な言葉を聞

きたくて私

に会いに来

たんじゃな

いと気付い

た。リストカットの傷跡、ボロ

ボロになっても生きてきた自分

を『さやか、よく頑張ったね』

とほめてもらいたかった。抱き

しめてもらいたかった。それか

ら長い長い後悔の日々を送るこ

とになった私、でもそのどん底

の私を救ってくれたのは、私の

大切な子どもたちでした。」

　この先生が伝えたいのは、正

しい教育の在り方や優秀な子ど

もの育て方ではなく、愛されて

生きることの素晴らしさです。

是非ご一読を !

「私 Read This Story!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『子どもたちの光るこえ』（香葉村 真由美著）

福岡県の現役小学校教師が描く、教室
で実際に起きたさまざまな問題を抱え
た子どもたちと名物教師とのやさしい
物語の数々。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　 TEL096-234-2447（内線331）

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL 096-234-2447（内線321）

　

　

12
月
20
日
（
水
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
ろ
く
じ
館
で
、

「
シ
ニ
ア
世
代
の
講
座
」
で
お

正
月
の
飾
り
「
ス
ワ
ッ
グ
」
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
村
上
光
治
さ
ん
（
下

豊
内
区
）
、
参
加
者
10
人
。

　

ス
ワ
ッ
グ
と
は
、
ド
イ
ツ
語

で
「
壁
飾
り
」
の
意
味
で
、
最

近
で
は
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
正
月
の
し
め
縄
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
飾
り
を
作
り
ま

し
た
。
稲
穂
、
松
、
ナ
ン
テ
ン

の
実
な
ど
を
１
つ
ず
つ
バ
ラ
ン

ス
を
見
な
が
ら
ワ
イ
ヤ
ー
で
留

め
て
い
き
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス

ワ
ッ
グ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
女
性
は
、「
こ
ん

な
に
か
っ
こ
い
い
し
め
飾
り
は

初
め
て
で
す
。
し
か
も
自
分
で

作
っ
た
の
だ
か
ら
、
な
お
さ
ら

愛
着
が
わ
き
ま
す
ね
」
と
両
手

で
大
事
に
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

　

１
月
17
日(

水)

下
横
田
公

民
館
で
、
出
前
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
18
人
。

　

講
座
の
前
に
、
町
民
セ
ン

タ
ー
中
林
健
次
所
長
が
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
に
つ
い
て
講
話
を
行

い
、
「
心
配
事
が
あ
れ
ば
相
談

に
応
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
総
合
保
険
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
清
田
真
理
保
健
師

が
「
高
血
圧
の
構
造
」
を
図
を

用
い
て
説
明
。
高
血
圧
の
要
因

を
具
体
的
に
挙
げ
、
生
活
習
慣

や
塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
す

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た

健
診
の
大
切
さ
を
訴
え
、「
町

の
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
全
身

の
血
管
の
変
化
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
血
圧
を
測
定
し
、
体

調
な
ど
の
相
談
を
し
ま
し
た
。

ス
ワ
ッ
グ
作
り
に
挑
戦

町
公
民
館
主
催
講
座

高
血
圧
の
話
と
血
圧
測
定

公
民
館
出
前
講
座

▲それぞれのスワッグを完成さ

せた受講者の皆さん

▲血圧を測定する町保健師と参

加者

▲

町公民館からのご案内

第21回甲佐町公民館大会

●日時

　２月24日（土）

　午前９時10分～午前11時45分

●場所

　町生涯学習センター・ホール

●実践発表

　こうさんもん元気活動推進事業

の発表

●講演

・演題「住民自治の地域再生」

・講師　豊重哲郎さん（鹿児島県

　鹿屋市串良町柳谷自治公民館館長）

町内公民館関係者および町民の皆

さんの多くのご参加をお待ちして

います。

●高齢者の人権問題
　いつまでも働ける社会に
　　　

「なくそう ! 年齢による就労の
制限・差別」

　高齢者が安心して自立した生活を

確保し、生きがいを持って社会の一

員として生活するには、高齢者の雇

用の維持・拡大が不可欠です。

　また、少子高齢化が進み、労働力

人口の減少が見込まれる中、働く意

欲と能力を持つ高齢者が年齢に関わ

りなく働きつづけることができれば、

本人だけでなく社会全体にとっても

非常に有益です。

　しかし、実際には年齢を理由に就

業を制限されるケースがまだまだ多

いのが実情です。

　

　そうした中で、高齢者が少なくと

も年金受給開始年齢までは意欲と能

力に応じて働き続けられるよう、定

年年齢の引き上げや継続雇用制度の

促進などを目的とした雇用の改革が

進められています。　

人権教育啓発推進センターより

60歳ぐらいまで
18.5％

65歳くらいまで
25.7％

70歳くらいまで
15.2％

75歳くらい
まで
8.1％

働けるうちは
いつまでも
31.2％

76歳以上
1.3％

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　 TEL 096-234-2447（内線324）

　

▲何歳まで仕事をしたい？（就労希望年齢）

※40歳以上の方にアンケート


